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豊水っ子だより ○児童数 ６７名
豊水小学校便り ○教職員数 １４名 文責 校長 野嶋

正月を新たな気持ちで迎えたと思っておりましたが
もう２月となりました。「一月は行く」といいますが、 １月３１日（火）午前中、「くまもとの心」の公開授
後期もあと２ヶ月。授業日数は、４０日を切りました。 業、持久走大会が実施されました。「くまもとの心」は、
１２月に行いました「ゆうチャレンジ（熊本県学力 「助け合い」「励まし合い」「志高く」の精神のもと、熊

調査）」の個人結果がわかり、現学年で勉強が定着して 本の偉人等について学習する道徳の授業です。本年度は、
いるところ、不十分なところが明らかになってきたと 熊本地震もあり、この「くまもとの心」が本当にすばら
ころです。 しい精神であることを再認識しました。熊本の復興に向
各担任もその結果を分析し、この１、２、３月で補 け、この「くまもとの心」の精神を生かしていきたいと

完していきます。そういう意味で、２月は大変重要な 考えています。
月でもあります。ご家庭におかれましても、家庭学習 「くまもとの心」の公開授業は、本校の重点目標の一つ
を充実され、現学年で習得しなければならないことは、 「豊かな心の育成」の中の実践事項の中に位置づけられ
可能な限り、３月までに習得してほしいと思います。 ている一つです。この豊かな心の育成は、「確かな学力」
学校においても、「１年間のまとめ」を行っていきます。 の育成、健康・体力と同様に大切なことです。
ご家庭での協力もよろしくお願いします。 今後も、「知・徳・体」バランスの取れた教育を推進
また、いじめアンケート、タマにゃんチェックを通 していきます。

し、子ども同士のトラブルを把握し、教育相談等を実 校内持久走大会では、保護者・地域の方の声援を受け、
施し、その解決にも努めたところです。いじめはいつ 懸命に走ることができました。子どもたちの活躍にいつ
どこでも発生する可能性があります。早期発見、早期 もご協力いただきありがとうございます。
解決が大切です。保護者と学校がしっかり連携をし、
明るく楽しい学校にしていきましょう。

この季節になると毎年のことですが、インフルエンザが
流行します。今年も県下の小中学校で、学級学年閉鎖が出
てきています。現在、Ａ型が流行しているとのことです。
予防としては、手洗い・うがいマスク着用をこまめにや

ること等が考えられます。特に集団の中での感染が考えら
れますので、部活動での試合、ショッピングセンター等で
のお出かけの際は、必ずマスクを着用してほしいと思いま
す。合わせて学校でもマスク着用を啓発していきます。

１月２０日の午後、「給食ありがとう集会」を行いまし
た。給食委員会が進行を務め、給食センターの高濱千扇栄
養教諭の講話があり、給食についての理解を深めました。
集会後、給食センターへ働いておられる方に感謝の気持

ちを手紙で伝えました。「食」の大切さが叫ばれる今日、
自分の健康を守り、身体を育てる給食について改めて認識
を深めました。

17 金 ふれ合いタイム、クラブ活動
18 土 郡市ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大会

１ 水 性教育・人権教育月間 郡市立体造形展（～２ 1 日）
２ 木 ＡＬＴ来校 19 日 家庭の日、市教育相談
３ 金 委員会活動、学級づくり 20 月 ふれ合いタイム
５ 日 玉名市子ども会駅伝大会 21 火 朝の交通指導、諸費納入日
６ 月 全校集会 薬物乱用防止教室
７ 火 学力充実の日 22 火 ＡＬＴ来校
８ 水 防犯パトロール 23 水 ふれ合いタイム

１ 月２９日（日）にＰＴ ９ 木 新１年半日入学 24 金 振替休業日
Ａ主催の資源回収がありま 10 金 有明中体験入学 25 土 授業参観、PTA 総会、学級懇談
した。ご家庭・地域の資源 11 土 建国記念の日 27 月 音楽集会
を回収し、本校のＰＴＡ活 市長杯サッカー大会 28 火 学力充実の日
動、教育活動に役立ててい 郡市特別支援学級合同作品展
くことは大変素晴らしいこ （～１９日こころピア）
とです。子どもの環境教育 13 月 登校班会
に対する認識を深めるとと 14 火 あじさい、学力充実の日
もに、回収という体験活動を行うことは、「豊かな心」の 小中合同あいさつ運動
育成にも繋がります。本校では、多くの方が親子で参加さ ノーメディアデー（～２／２０）
れていることに大変嬉しく思います。豊水小は、保護者、 15 水 特別支援学級合同学習会
地域の方に支えられていると強く感じます。 16 木 ふれ合いタイム

「くまもとの心」公開授業
～校内持久走大会～

学校給食週間の取組

「インフルエンザ」流行、予防強化
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重点目標 豊かな心の育成

・特別な教科「道徳」や「熊本の心」等の効果的活用や家

庭や地域社会との連携をとおして、道徳の時間を中心に

実 道徳的実践力の育成を図る。

践 ・花の栽培、言葉遣い、掃除等の日常的活動を通して、心

を育てる教育に努める。

事
・自己肯定感の育成を図りながら、望ましい集団づくりに

項 努める。

・教育相談の充実に努め、児童理解とよりよい人間関係の

構築に努める。

２月は、「年間のまとめ」です 頑張ろう


